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業務提携の合意に関するお知らせ 

 

  当社は、2019年８月２日付「業務提携（資本提携）検討開始に関するお知らせ」で公表しましたとおり、株式会

社データ・アプリケーション（以下「データ・アプリケーション」という）との業務提携について検討を進めてお

りましたが、本日2019年12月16日開催の取締役会において、データ・アプリケーションとの間で業務提携基本契約

を締結することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１.業務提携の理由 

      当社は、ＥＲＰを中心とした基幹業務システムの構築・運営を行うビジネスソリューションと、ＩｏＴ、Ａ

Ｉ・ビッグデータ分析技術を活用したソリューションや組込・制御システムの受託開発を主体としたＩｏＴソ

リューションを展開しております。これまで培ってきた経験やノウハウを活用し、デジタル・トランスフォー

メーション時代における新たなソリューションやサービスを実現し提供することでお客様の課題解決の実現に

取り組んでおります。 

      データ・アプリケーションは、ＥＤＩミドルウェアの開発・販売を行っており、企業間データ連携技術の強

みを活かし、企業間から企業内までシームレスにデータ連携が可能な基盤の提供により顧客のデジタル・トラ

ンスフォーメーションを推進する製品を提供しております。 

      現在、両社は、デジタル・トランスフォーメーションが進展していく中で、新たな付加価値を創出するデジ

タル・ソリューションの実現に向けて事業展開しております。 

      この度、目的を同じくする両社が業務提携することにより、企業を取り巻く様々なデータを収集・分析し、

より良い経営判断をよりスムーズかつスピーディーに支援するデジタル・ソリューションの実現を目指し、業

務提携基本契約を締結するに至りました。 

 

２.業務提携の内容 

      数年後に迫る産業界でのＥＲＰ切り替えとシステムのグローバル化需要を見据え、当社およびデータ・ア

プリケーションは点在するシステムの統合とそのことで必須となるデータ連携を基盤とした製品・技術の開

発及び販売を協力して推進することを目的として、以下の事項について、共同で取り組んでまいります。 

①デジタル・ビジネス実現に向けたデジタル・ソリューションの開発 

②デジタル・ソリューションの認知に向けたマーケティング活動 

③デジタル・ソリューションの拡販を企図した営業活動 

 



 

３．業務提携の相手先の概要 

（１） 名 称 株式会社データ・アプリケーション 

（２） 所 在 地 東京都中央区日本橋人形町一丁目3番8号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長執行役員  武田 好修 

（４） 事 業 内 容 企業間データ交換ミドルウェア、企業内アプリケーション連携用ミドル

ウェア（EAI）の商品開発と販売およびコンサルティング 

（５） 資 本 金 ４億３千万円 

（６） 設 立 年 月 日 1982年９月27日 

（７） 大株主及び持株比率 

（2019年９月30日現在） 

株式会社光通信                      16.65％ 

橋本 慶太                        13.94％ 

武田 好修                         7.16％ 

中野 直樹                         6.46％ 

STATE STREET BANK AND TRUST CLIENT OMNIBUS ACCOUNT OM02 505002  5.36％ 

（常任代理人 株式会社みずほ銀行） 

GOLDMAN,SACHS & CO.REG                   4.43％ 

（常任代理人 ゴールドマン・サックス証券株式会社） 

テニック株式会社                      2.95％ 

須藤 敏夫                         2.52％ 

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505224         1.82％ 

（常任代理人 株式会社みずほ銀行） 

津賀 暢                          1.78％ 

（８） 上場会社と当該会社と

の間の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

関連当事者へ 

の該当状況 

該当事項はありません。 

（９） 当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期 2017年３月期 2018年３月期 2019年３月期 

 連 結 純 資 産 2,576百万円 2,991百万円 3,391百万円 

 連 結 総 資 産 3,449百万円 3,761百万円 4,126百万円 

 １ 株 当 た り 連 結 純 資 産 854.97円 992.82円 1,125.69円 

 連 結 売 上 高 2,426百万円 2,224百万円 2,314百万円 

 連 結 営 業 利 益 619百万円 622百万円 664百万円 

 連 結 経 常 利 益 624百万円 627百万円 665百万円 

 親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 
436百万円 474百万円 506百万円 

 １株当たり連結当期純利益 144.96円 157.60円 168.08円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 22.00円 26.00円 38.00円 

 

 

４．日程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2019年12月16日 

（２） 契 約 締 結 日 2019年12月16日 

 

 



 

５．資本提携の検討について 

      当社およびデータ・アプリケーションは本提携に伴い、中長期でのリソースの確保等の投資が必要となる

ため、両社がより強固な関係性を築き、企業価値向上を図ることを目的として、資本提携を検討しておりま

す。株式取得の条件等、詳細は未定です。 

 

６．今後の見通し 

      本提携による2020年２月期の当社連結業績への影響については、軽微である見通しですが、今後の業績に

影響を与えると判明した場合は、適時開示基準に則り、適時適切に開示いたします。 

 

以 上 

 

 

（参考）当期連結業績予想（2019年３月29日公表分）及び前期連結実績 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

当期連結業績予想 

（2020年２月期） 

百万円 

13,000 

百万円 

550 

百万円 

550 

百万円 

350 

前期連結実績 

（2019年２月期） 
12,451 459 467 203 

 


